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第１章 観光施設の個別施設計画の背景・目的等

１ 背景

平成２５年１１月に策定された「インフラ長寿命化基本計画」（インフラ老朽化対策の

推進に関する関係省庁連絡会議決定）において、各インフラの管理者及び当該インフラを

所管する国や地方公共団体の各機関は、インフラの維持管理・更新等を着実に推進するた

めの中長期的な取組の方向性を明らかにする計画として、「インフラ長寿命化計画（行動

計画）」を策定することとされました。

地方公共団体では、このことを踏まえ、域内のインフラ全体における整備の基本的な方

針として「公共施設等総合管理計画」を策定することとなりました。

さらに、地方公共団体は公共施設等総合管理計画に基づき、個別施設毎の具体の対応方

針を定める計画として、個別施設計画（個別施設の長寿命化計画）を策定することとされ

ました。

２ 目的

個別施設計画に基づき、戦略的な維持管理・更新等を行い、「質」「量」「財政負担」の

最適化を図ることにより、需要に合った、ムダのない、持続可能な公共施設の管理を目指

します。

３ 計画の位置付け

本計画は、「長沼町公共施設等総合管理計画（平成２９年３月）」（以下、「町総合管理

計画」という。）に基づき、公共施設等の機能を維持し、効率的で効果的な管理を行うこ

とができるよう、長期的な視点で公共施設等の適切な規模とあり方を検討し、総合的かつ

計画的な方向性を示すため、観光施設の個別施設計画として策定します。

４ 計画期間

計画期間：令和３年度から令和１８年度までの１６年間。

計画期間は、町総合管理計画の計画期間と合わせて１６年間とします。

ただし、社会情勢の変化、地域の人口構成やニーズの変化、事業の進捗状況に対応する

ため、必要に応じて適宜計画内容の見直しを行うこととします。
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５ 対象施設

対象とする施設は、以下の２６施設とします。

面積

（㎡）

1 北長沼水郷公園センターハウス 東2線北18番地 直営 平成6年度
鉄筋コンクリート造
一部木造

212.82 2

2 馬追コミュニティセンター 東6線北4番地 指定管理者 昭和47年度 鉄筋コンクリート造 1,986.24 3

3 ながぬま温泉浴場 東6線北4番地 指定管理者 昭和61年度 鉄筋コンクリート造 358.998 1

4 ながぬま温泉宿泊棟 東6線北4番地 指定管理者 平成元年度 鉄筋コンクリート造 1,008.47 2

5 ながぬま温泉露天風呂・増築浴場 東6線北4番地 指定管理者 平成3年度
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

429.790 1

6 ながぬま温泉ふれあいセンター 東6線北4番地 指定管理者 平成5年度 鉄筋コンクリート造 1,086 2

7 ながぬま温泉車両車庫 東6線北4番地 指定管理者 平成8年度 鉄骨造 110 1

8 物産館 東6線北4番地 指定管理者 平成4年度 鉄骨造 458.447 2

9 ウォーターパーク野外ステージ 東6線北4番地 委託 平成4年度 鉄骨造 346 1

10 花卉花木センター 東6線北4番地 貸付 昭和50年度 鉄骨造 204 1
管理棟１棟
温室２棟

11 旧舞鶴橋 東6線北4番地 委託 昭和11年度 鉄骨造 - 1
橋長42.9m
橋高6.42m

12 マオイオートランドログハウスセンター 東7線北4番地 委託 平成3年度 鉄骨造 229.28 1

13 マオイオートランドコテージ 東7線北4番地 委託 平成3年度 木造 118.89 1 ３棟

14 マオイオートランドコテージ 東7線北4番地 委託 平成5年度 木造 79.26 1 増築２棟

15 マオイオートランドトイレ 東7線北4番地 委託 平成3年度 鉄筋コンクリート造 28.88 1 ２棟

16 マオイオートランド炊事棟 東7線北4番地 委託 平成3年度 鉄骨造 90.18 1 ２棟

17 マオイオートランドレストハウス 東7線北4番地 委託 平成3年度
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

56.25 1

18 東庭園　旧東邸 東6線北3番地 委託 昭和16年度 木造 98.64 1 S50町へ寄附

19 東庭園　茶室 東6線北3番地 委託 昭和50年度 木造 23 1

20 マオイの丘公園センターハウス 東10線南7番地 指定管理者 平成7・8年度 鉄筋コンクリート造 1,407.55 3

21 マオイの丘公園さわやかトイレ 東10線南7番地 指定管理者 平成5年度 鉄筋コンクリート造 109.506 1

22 マオイの丘公園多目的イベントブース 東10線南7番地 直営 平成7・8年度 鉄骨造 248.63 1

23 西長沼ポケットパークトイレ 西6線南3番地 委託 平成10年度
補強コンクリートブ
ロック造

22.23 1

24 西長沼ポケットパーク宣伝啓発室 西6線南3番地 直営 平成11年度 木造 27 1

25 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 東3線南12番地 直営 平成11年度 木造 27 1

26 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 東3線南12番地 直営 平成15年度 木造 9.72 1 増築分

備考構造No. 施設名 所在地 管理運営形態 建築年度 地上階
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第２章 観光施設の現状と目指すべき姿

１ 設置目的、利用状況の実態

(1) 設置目的

① 北長沼水郷公園センターハウス

北長沼水郷公園は、自然との調和の中で、健康と福祉の増進及び地域の振興を図る

ため設置され、センターハウスに訪れた方のトイレや、

施設の一部を農産物直売所として活用し、都市と農村

の交流に資することを目的として設置した施設です。

② 馬追コミュニティセンター

馬追コミュニティセンターは、本町住民の生活文化の

向上、産業の振興及び社会福祉の増進に寄与するため設

置した施設です。

③～⑥ ながぬま温泉浴場・宿泊棟・露天風呂・増築浴場・ふれあいセンター

ながぬま温泉は、本町の観光産業振興のため、宿泊、

休養施設(浴場施設を含む。)として設置した施設です。

⑦ ながぬま温泉車両車庫

ながぬま温泉車両車庫は、客送迎用のバス保管場所して設置された施設です。

⑧ 物産館

物産館は、本町の観光産業振興のため、宿泊、休養施

設として設置したながぬま温泉の附帯施設として設置し

た施設です。

⑨ ウォーターパーク野外ステージ

野外ステージは、町内における各種イベントやコンサ

ート、コミュニティ公園を利用する人々のふれあいの場

として、「水」と「音」をテーマに整備された施設です。
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⑩ 花卉花木センター

花卉花木センターは、馬追コミュニティセンターの周

辺施設として整備され、主に、園芸用として設置された

施設です。

⑪ 旧舞鶴橋

旧舞鶴橋は、本町と恵庭市との境界橋で、昭和11年に道道恵庭栗山線の千歳川に架

けられ、陸軍特別演習における軍隊輸送のために緊急的

に建設された橋です。今では、北海道に残された戦前の

数少ない鋼橋の一つです。現在の舞鶴橋の完成により平

成５年に役目を終え撤去されましたが、歴史的価値が評

価され、平成７年にコミュニティ公園内に移設した施設

です。

⑫～⑰ マオイオートランドログハウスセンター、コテージ、トイレ、炊事棟、レスト

ハウス

マオイオートランドは、自然との調和の中で健康と福

祉の増進及び地域の振興を図るため、コミュニティ公園

内に設置した施設です。

⑱⑲東庭園 旧東邸、茶室

東庭園は、明治29年に入植した故東重次郎氏が丹精込

めて作り上げた庭園で、昭和50年に本町に寄附され、町

民の教養及び憩の場として利用に供するための施設とし

て設置しています。

⑳～㉒ マオイの丘公園センターハウス、さわやかトイレ、多目的イベントブース

マオイの丘公園は、産業の振興と地域の活性化、特に都市近郊型農業の確立を図る

ため、国道274号線と国道337号線沿いの旧第４小学校跡

地に整備したもので、道の駅や農産物直売所として、新

鮮な野菜や花きなどの戦略的な販売施設、ながぬまブラ

ンドのＰＲ施設また観光や特産品、天候・峠情報の発信

施設として設置した施設です。
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㉓㉔西長沼ポケットパークトイレ、宣伝啓発室

西長沼ポケットパークは、自然と調和の中で、健康と福祉の増進及び地域の振興を

図るために設置され、訪れた方のトイレや、宣伝啓発室を

農産物直売所として活用し、都市と農村の交流に資するこ

とを目的として設置した施設です。

㉕㉖舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室

舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室は、自然と調和の中で、健康と福祉の増進及び地域の

振興を図るために設置され、訪れた方のトイレや、宣伝啓発室を農産物直売所として

活用し、都市と農村の交流に資することを目的として設置した施設です。
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(2) 各施設配置状況

各施設の配置は、以下のとおりです。

観光施設配置状況

1 北長沼水郷公園センターハウス

2馬追コミュニティセンター

3～7 ながぬま温泉

8 物産館

9 ウォーターパーク野外ステージ

10 花卉花木センター

11 旧舞鶴橋

12～17マオイオートランド
18.19 東庭園

25.26舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室

20～22マオイの丘公園

23.24 西長沼ポケットパーク
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(3) 各施設利用状況

各施設における過去５年間の利用者数と平均利用者数は、以下のとおりです。

（単位：人）

① 北長沼水郷公園

パークゴルフ人口の減少により、パークゴルフ場の利用者数は減少傾向にあります。

センターハウス内の宣伝啓発室を農産物直売所として活用しており、客数は把握し

ていませんが、直売所がオープンしている５月から１１月まで町内外から多くの買い

物客が訪れています。

また、センターハウス内の１階及び２階にトイレを設置しており、観光客やパーク

ゴルフ場利用者が使用していますが、老朽化による配管等の劣化が著しく、一部使用

を中止している箇所もあります。冬期間においては、建物の断熱・暖房効率低下によ

り給排水配管が凍結することから使用中止となることが多く、令和３年度から冬期間

は閉鎖しています。

H28 H29 H30 H31・R1 R2 平均利用者数

1 北長沼水郷公園（パークゴルフ場） 6,317 5,000 4,686 4,268 4,220 4,898

2 ながぬま温泉（日帰り） 201,995 208,096 207,974 204,958 167,240 198,053

3 ながぬま温泉（宿泊） 14,081 14,452 14,275 12,987 6,155 12,390

4 物産館 23,103 25,993 25,662 24,791 17,722 23,454

5 ウォーターパーク野外ステージ - - - - - -

6 花卉花木センター - - - - - -

7 旧舞鶴橋 - - - - - -

8 マオイオートランド（日帰り） 1,342 2,494 1,557 1,890 3,115 2,080

9 マオイオートランド（宿泊） 11,168 11,190 11,133 12,706 10,793 11,398

10 東庭園 - - - - - -

11 マオイの丘公園 126,598 129,625 134,213 430,021 542,970 272,685

12 西長沼ポケットパーク - - - - - -

13 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 - - - - - -

利用者数
No. 施設名
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② ながぬま温泉（日帰り）

③ ながぬま温泉（宿泊）

施設老朽化に伴い年々利用者が減少傾向になっていることに加え、令和２年度から

新型コロナウイルス感染症の影響により、特に宿泊においては利用者が半減していま

す。

④ 物産館

１階ホール及びトイレは、コミュニティ公園利用者の休憩スペース等として開放し

ており、利用者数は把握していません。

２階は、ジンギスカンコーナーとして営業しており、横ばいの利用者数でしたが、

令和２年度から新型コロナウイルス感染症の影響による休業措置などにより、利用者

は大きく減少しています。

また、屋外アーケード部分を指定管理者が農産物直売所として活用しており、利用

者数は把握していませんが、ながぬま温泉来客者等に多く利用されています。

⑤ ウォーターパーク野外ステージ

各種イベントや行事の会場選びの際に、全天候型施設ではないため会場として選定

されない傾向にあり、近年はイベント等の開催実績はありません。

⑥ 花卉花木センター

平成27年度までは、長沼町園芸連に貸付していましたが、平成28年度からは「豆腐

工房」として通年で活用する民間事業者に貸付しています。利用者数は把握していま

せん。

⑦ 旧舞鶴橋

平成７年に、ながぬまコミュニティ公園内に移設されて人道橋として活用されてい

ます。利用者数は把握していません。

⑧ マオイオートランド（日帰り）

⑨ マオイオートランド（宿泊）

日帰りは、令和元年度までは横ばい傾向でしたが、令和２年度から新型コロナウイ

ルス感染症の影響により休業期間があったものの、キャンプブームにより利用者は増

加傾向に転じています。

宿泊も、キャンプブームにより増加傾向にありましたが、令和２年度は新型コロナ

ウイルスの影響による休業により、減少しています。
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⑩ 東庭園

台風や強風の影響による倒木被害が相次ぎ、高くなり過ぎた老木がまだ数多くある

ため、一般開放は危険な状態となっていることから、現在は閉園しています。一般開

放施設であるため、利用者数は把握していません。

⑪ マオイの丘公園

近隣の直売所とは差別化された造りになっている多目的イベントブースは、常にイ

ベントをしているかのような賑わいの創出があり、集客効果が高い施設となっていま

す。

また、道央圏連絡道路の開通や大都市に近い地の利を活かし、新鮮な野菜などを求

め利用者は増加傾向にあります。

⑫ 西長沼ポケットパーク

宣伝啓発室を農産物直売所として活用しており、客数は把握していませんが、直売

所がオープンしている６月から１０月まで町内外から多くの買い物客が訪れていま

す。

また、パーク内にトイレを設置していますが、老朽化により雨漏りが発生している

箇所もありました。利用者数は把握していません。

⑬ 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室

宣伝啓発室を農産物直売所として活用しておりましたが、近年は出店者がいないこ

とから、空き施設となっています。
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(4) 観光施設関連経費の推移

各施設における過去５年間のコストは、以下のとおりです。

① 北長沼水郷公園

パークゴルフ場維持管理委託料を含む支出額は次のとおりです。

センターハウスの老朽化により、ウッドデッキやトイレ配管の補修費が多くなって

います。

② ながぬま温泉

馬追コミュニティセンター及びながぬま温泉に係る支出額は次のとおりです。

馬追コミュニティセンター及びながぬま温泉ともに、老朽化による補修費が多くな

っています。

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 227 120 1,801 257 1,494 780

光熱水費 853 985 867 799 691 839

電話料 67 65 63 64 66 65

手数料等 728 671 752 714 687 710

委託料 16,682 17,735 17,492 17,335 17,596 17,368

18,557 19,576 20,975 19,169 20,534 19,762

項目

（単位：千円）【北長沼水郷公園】

合計

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 6,615 4,095 4,106 5,430 2,788 4,607

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 447 418 387 387 407 409

委託料 0

7,062 4,513 4,493 5,817 3,195 5,016

【ながぬま温泉】 （単位：千円）

項目

合計
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③ 物産館

物産館に係る支出額は次のとおりです。

過去５年間における支出は建物災害共済分担金のみですが、施設老朽化や焼肉ロー

スターの更新時期到来により、今後補修費用が増える見込みです。

④ ウォーターパーク野外ステージ

ウォーターパークに係る支出額は次のとおりです。

過去５年間における支出は建物災害共済分担金と光熱水費（委託料に含む）のみで

すが、施設老朽化により、今後、補修費用が増える見込みです。

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 0

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 41 42 42 42 41 42

委託料 155 114 50 54 118 98

196 156 92 96 159 140

【ウォーターパーク・野外ステージ】 （単位：千円）

項目

合計

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 0

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 30 26 26 26 29 27

委託料 0

30 26 26 26 29 27

【物産館】 （単位：千円）

項目

合計
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⑤ 花卉花木センター

花卉花木センターに係る支出額は次のとおりです。

平成２８年度に貸し付け用に機械設備及び備品撤去のための改築工事等を行って以

降、令和７年度まで民間へ貸し付けているため、過去５年間の維持管理等に係る支出

はありません。

⑥ 旧舞鶴橋

過去５年間の維持管理等に係る支出はありませんが、橋名板が外れるなど橋柱コン

クリート部分の劣化が進んでいるで、今後、補修費用が増える見込みです。

⑦ マオイオートランド

マオイオートランドに係る支出額は次のとおりです。

近年、大きな補修・修繕はありませんが、コテージ屋根塗装や大きくなった支障木

の枝払い等の維持補修費が増える見込みです。

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 1,119 0 0 0 0 224

改築 1,119 224

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 0

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 0

委託料 0

1,119 0 0 0 0 224

【花卉花木センター】 （単位：千円）

項目

合計

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 497 855 270

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 130 148 311 147 149 177

委託料 21,984 19,124 19,931 19,689 21,017 20,349

22,611 20,127 20,242 19,836 21,166 20,796

【マオイオートランド】 （単位：千円）

項目

合計
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⑧ 東庭園

東庭園に係る支出額は次のとおりです。

平成３０年９月５日に台風２１号による強風で庭園内の樹木が相当数倒れる被害を

受け、以降、強風の度に倒木被害を受けており倒木処理費用が発生していますが、直

営でできる範囲は処理し、経費節減に努めています。

また、旧東邸の老朽化も進んでいることや庭園の再整備の必要性から、今後、施設

設備費や補修・修繕費用が増える見込みです。

⑨ マオイの丘公園

マオイの丘公園に係る支出額は次のとおりです。

センターハウスの老朽化により雨漏りが複数個所発生しており、また、さわやかト

イレやし尿浄化槽、多目的イベントブースも老朽化していることから、今後、施設設

備費や補修・修繕費用が増える見込みです。

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 9 1,163 234

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 83 19 170 145 18 87

委託料 2,260 2,209 2,141 2,059 1,967 2,127

2,352 2,228 3,474 2,204 1,985 2,449

【東庭園】 （単位：千円）

項目

合計

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 557 714 3,038 1,384 4 1,139

光熱水費 0

電話料 0

手数料等 225 216 215 218 1,635 502

委託料 19,291 18,711 19,380 18,435 16,886 18,541

20,073 19,641 22,633 20,037 18,525 20,182

【マオイの丘公園】 （単位：千円）

項目

合計
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⑩ 西長沼ポケットパーク

西長沼ポケットパークに係る支出額は次のとおりです。

近年、大きな補修や修繕による支出額は発生していませんが、トイレ・宣伝啓発室

とも建設から２０年以上経過していることから、今後、屋根の塗装など補修・修繕費

用が増える見込みです。

⑪ 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室

舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室に係る支出額は次のとおりです。

平成２８年６月から使用していないため、電気・電話基本料金及び建物災害共済分

担金のみの支出額となっています。

また、当該施設は社会教育施設内に建設している建物で、「長沼町社会教育施設個

別施設計画」によると舞鶴スポーツ公園は存続か廃止を検討するとの方針になってい

ることから、廃止となる可能性のある施設となっています。

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 45 62 131 48

光熱水費 741 680 610 558 593 636

電話料 32 33 32 32 33 32

手数料等 248 229 231 249 190 229

委託料 827 813 841 827 819 825

1,848 1,800 1,714 1,728 1,766 1,771

【西長沼ポケットパーク】 （単位：千円）

項目

合計

H28 H29 H30 H31・R1 R2 5年平均

施設設備費 0 0 0 0 0 0

改築 0

耐震化 0

大規模 0

維持補修・修繕 0

光熱水費 39 34 30 30 22 31

電話料 32 32 32 32 26 31

手数料等 15 11 10 11 10 11

委託料 0

86 77 72 73 58 73

【舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室】 （単位：千円）

項目

合計
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２ 利用状況の実態を踏まえた目指すべき姿

① 北長沼水郷公園センターハウス

トイレについては、パークゴルフ場の利用者数が減少傾向にあるため、利用者数は

減っているものと思われますが、観光客にとって満足度の向上及び再訪を促すために

必要不可欠なものです。しかし、１階は老朽化により閉鎖しており、２階のトイレに

ついては、配管等の劣化が著しく、一部使用を中止している箇所もあります。冬期間

においては、建物の断熱・暖房効率低下により給排水配管が凍結することから使用中

止となることが多く、令和３年度から冬期間は閉鎖しています。

また、センターハウス内の宣伝啓発室については、農産物直売所として活用してお

り、町内外から多くの買い物客が訪れていますので、当面出店希望も継続すると思わ

れますが、ウッドデッキ部分の劣化が著しく、また、外壁面のひび割れや塗装の剥が

れなどの劣化もみられます。

これらのことから、今後も観光客の入込を継続していくため、近い将来、抜本的な

施設改修又は改築の必要があります。

② 馬追コミュニティセンター

建設から５０年近く経っており、施設・設備ともに老朽化が著しく、宿泊客数も増

加しない状況です。

今後、民間と連携し、解体や建替えを検討します。

③ ながぬま温泉

指定管理者による宿泊部屋のリニューアルなど有効活用が図られていますが、ボイ

ラーや配管、ポンプ類の設備老朽化に伴い更新が必要になっています。設備は更新が

必要ですが、民間と連携し、更なるリニューアルを検討します。

④ 物産館

２階は、町内特産品である味付きジンギスカンの食べ比べができる唯一の施設とし

て町内外から多くの利用者が訪れている施設です。当面は、現状を維持します。

１階は、民間と連携し、有効活用を検討します。

⑤ ウォーターパーク野外ステージ

各種イベントや行事の会場選びの際に、全天候型施設ではないため会場として選定

されない傾向にあり、近年はイベント等の開催実績はありません。今後、放送設備や

照明器具の落下等が心配され、保全するには多額の費用が見込まれるので、廃止も視
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野に入れ、今後方策を検討します。

⑥ 花卉花木センター

令和７年度末まで「豆腐工房」として通年で活用する民間事業者に貸付しており、

維持補修・修繕は借受者の負担となっています。当面は、現状を維持します。

⑦ 旧舞鶴橋

戦前の希少なランガーガーダー構造で作られた北海道で最初の橋で、同じ構造では

全国でも２番目に古い橋であり、土木遺産にも認定されています。現在地に移設され

てから橋柱以外特に老朽化がみられないことから、当面、現状を維持します。

⑧ マオイオートランド

造成当時に植林した樹木が大きくなり過ぎ、隣接民家への倒木の心配があることか

ら、一定の高さまで剪定する必要があります。

また、コテージやセンターハウスの屋根や外壁の塗装は定期的に行う必要がありま

すので、計画的に修繕します。

⑨ 東庭園

「庭園の設置及び管理条例」に基づき、庭園全体の再生に向けた検討を行います。

⑩ マオイの丘公園センターハウス

道の駅としての機能を持つ施設であり、町内では一番の集客施設となっています。

民間によるリニューアル等により有効活用されていますが、施設・設備とも老朽化し

ていることから、民間と連携し、改修を検討します。

また、災害時に一時避難場所としての指定を検討している事から、エレベーターや

非常用発電、キュービクル、給排水管など必要な施設改修を検討します。

⑪ マオイの丘公園さわやかトイレ

道の駅の認定要件である２４時間トイレの機能を持つ施設であり、築２８年が経過

し、内装や便器が古くなっています。

また、し尿浄化槽のポンプ類が耐用年数を過ぎていることから、更新が必要になっ

ています。

今後、民間と連携し、改修を検討します。
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⑫ マオイの丘公園多目的イベントブース

農産物直売所として活用しており、町内外から多くの買い物客が訪れていますので、

当面出店希望も継続すると思われますが、一店舗当たりの売り場スペースが手狭にな

っており、また、老朽化も著しいことから、今後も観光客の入込を継続していくため、

民間企業と連携し、建替えを検討します。

⑬ 西長沼ポケットパークトイレ

地区ごとに設置されている公衆トイレと観光トイレを兼ねており、なくてはならな

い施設となっていることから、当面、現状を維持します。

⑭ 西長沼ポケットパーク宣伝啓発室

農産物直売所として活用しており、町内外から多くの買い物客が訪れていますので、

当面出店希望も継続すると思われますので、今後も観光客の入込を継続していくため、

当面、現状を維持します。

⑮ 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室

宣伝啓発室を農産物直売所として活用しておりましたが、近年は出店者がいない状

況ですので、廃止に向けて検討します。

また、当該施設は社会教育施設内に建設している建物で、「長沼町社会教育施設個

別施設計画」によると、野球場・広場の利用は無く、パークゴルフ場は無料開放で、

利用はあるが収入は無く、維持管理費が増加していることから、舞鶴スポーツ公園は

存続か廃止を検討するとの方針になっていることからも、廃止となる可能性のある施

設となっています。
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第３章 観光施設の状況

１ 老朽化の実態

(1) 劣化度診断調査の方法

劣化状況を把握し、屋根・屋上、外壁は目視状況により、内部仕上げ及び電気設備・

機械設備は、部位の全面的な改修年からの経過年数を基本にＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階で

評価を行いました。

① 目視による評価（屋根・屋上、外壁）

評価 劣化状況の基準

Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化がみられるが、安全上、機能上、問題なし

Ｃ 広範囲に劣化がみられ、安全上、機能上、低下の兆しあり

Ｄ 劣化の程度が大きく、安全上、機能上、早急な対応が必要

② 経過年数による評価（内部仕上げ、電気設備、機械設備）

評価 基準

Ａ 新築後又は改修後１０年未満

Ｂ 新築後又は改修後１０年以上２０年未満

Ｃ 新築後又は改修後２０年以上４０年未満

Ｄ 新築後又は改修後４０年以上

現場調査を実施した屋根・屋上は、漏水の有無、防水層の破断、損傷、表面の劣化、

錆や塗装の剥がれ等を判断材料に評価しています。

外壁は、鉄筋の腐食に伴った剥落、浮き、開口部付近等のひび割れ本数、塗装のふく

れ・割れ・剥がれ、シーリングの劣化状況等を判断材料に評価しています。
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(2) 劣化度診断調査結果

観光施設の評価結果及び総合劣化度は、次のとおりです。

※ 各部位ごとにＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄを評価。

Ａ：１０点、Ｂ：２０点、Ｃ：３０点、Ｄ：５０点

ただし、一つの部位の中で部材等によって、評価結果が複数ある場合は、そのう

ちの一つを評価結果として表示しています。

※ 総合劣化度 ＝ 劣化度の合計点 / 劣化度の最大値 × 100

面積

（㎡）

1 北長沼水郷公園センターハウス 平成6年度
鉄筋コンクリート造
一部木造

212.82 2 64.0 27 Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ

2 馬追コミュニティセンター 昭和47年度 鉄筋コンクリート造 1,986.24 3 100.0 49 Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

3 ながぬま温泉浴場 昭和61年度 鉄筋コンクリート造 358.998 1 60.0 35 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

4 ながぬま温泉宿泊棟 平成元年度 鉄筋コンクリート造 1,008.47 2 44.0 32 Ｂ Ｂ Ａ Ｃ Ｃ

5 ながぬま温泉露天風呂・増築浴場 平成3年度
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

429.790 1 60.0 30 － Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

6 ながぬま温泉ふれあいセンター 平成5年度 鉄筋コンクリート造 1,086 2 52.0 28 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

7 ながぬま温泉車両車庫 平成8年度 鉄骨造 110 1 40.0 25 Ｂ Ｂ － － －

8 物産館 平成4年度 鉄骨造 458.447 2 56.0 29 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

9 ウォーターパーク野外ステージ 平成4年度 鉄骨造 346 1 60.0 29 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

10 花卉花木センター 昭和50年度 鉄骨造 204 1 28.0 46 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

11 旧舞鶴橋 昭和11年度 鉄骨造 - 1 60.0 85 － Ｃ － － －

12 マオイオートランドログハウスセンター 平成3年度 鉄骨造 229.28 1 52.0 30 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

13 マオイオートランドコテージ 平成3年度 木造 118.89 1 56.0 30 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

14 マオイオートランドコテージ 平成5年度 木造 79.26 1 56.0 28 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

15 マオイオートランドトイレ 平成3年度 鉄筋コンクリート造 28.88 1 52.0 30 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

16 マオイオートランド炊事棟 平成3年度 鉄骨造 90.18 1 52.0 30 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

17 マオイオートランドレストハウス 平成3年度
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

56.25 1 40.0 30 Ｂ － － － －

18 東庭園　旧東邸 昭和16年度 木造 98.64 1 90.0 80 Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ －

19 東庭園　茶室 昭和50年度 木造 23 1 70.0 46 Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ －

20 マオイの丘公園センターハウス 平成7・8年度 鉄筋コンクリート造 1,407.55 3 76.0 25 Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ

21 マオイの丘公園さわやかトイレ 平成5年度 鉄筋コンクリート造 109.506 1 52.0 28 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

22 マオイの丘公園多目的イベントブース 平成7・8年度 鉄骨造 248.63 1 52.0 25 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ

23 西長沼ポケットパークトイレ 平成10年度
補強コンクリートブ
ロック造

22.23 1 48.0 23 Ｂ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ

24 西長沼ポケットパーク宣伝啓発室 平成11年度 木造 27 1 50.0 22 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ －

25 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 平成11年度 木造 27 1 50.0 22 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ －

26 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 平成15年度 木造 9.72 1 50.0 18 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ －

総合劣化度 電気設備 機械設備内部仕上外壁屋根・屋上築後年数地上階No. 施設名 建築年度 構造
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第４章 対策の優先順位の考え方等

１ 対策の優先順位の考え方

公共施設を計画的に維持管理していくためには、適切な対策を実施する必要がありま

す。

しかし、本町の財政状況を考慮すると、全てに対応できる財政的な余力はなく、一定

程度の判断基準を設定し、優先すべき対策の検討や決定を行う必要があります。そのた

めの判断基準として、公共施設の安全性、機能性、経済性、社会性のほか、利用状況や

劣化度等の観点から総合的に判断を行います。

ただし、現在利用されている公共施設において、安全性が損なわれている施設や機能

性が低下している施設は、優先的に廃止を検討します。

観点 判断基準

災害時や現状のまま放置しておくと利用者に対して、直接又は間接に、

人的及び物理的被害を及ぼす恐れがあるもの。

例）消防設備の不備、部材等の落下

安全性
施設及び敷地において、悪影響を及ぼす恐れがあるもの。

例）機器故障による異音

改修により、施設の長寿命化・耐震化・機能改善が見込まれるもの。

例）屋根防水の改修、外壁塗装、亀裂補修等、躯体の構造的強度の低

下防止のための改修

機能性
設置当初の目的が満たせなくなったもの。

例）漏水・雨漏り、設備機器の故障等による停止

経済性
予防保全によるライフサイクルコストの低減が見込まれるもの。

例）早期対応により、損害の拡大・費用増大を防止できるもの

住民・利用者や社会のニーズの変化により、利用者満足度を満たせな

社会性 くなったもの。

例）ＬＥＤへの交換、バリアフリー、省エネルギー化 等

２ 対策の優先順位

劣化度診断調査の結果、総合劣化度が６０．０以上で、かつ施設を継続する必要性が

高い施設は、大規模改修・建替え等に係る費用を踏まえ、建物として保有する必要性を

検討した上で、大規模改修や建替え等を早期に実施します。

調査の結果、総合劣化度が６０．０以上の施設で、施設を継続する必要性が低い施設
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は、原則として建替えは行わず、建物として保有するかを検討し、必要に応じて修繕を

行います。また、保有しないと判断した場合、機能の維持について必要性を検討し、集

約化あるいは統合、施設の廃止等を進める必要があります。総合劣化度６０．０未満の

施設についても、施設を継続する必要性が高い施設については、適切な時期に大規模改

修及び長寿命化改修を行い、建物を長寿命化していく必要があります。

(1) 観光施設の個別施設計画の基本方針

① 町総合管理計画における建築物の主な考え方、方針は次のとおり。

公共施設等の管 ・ 新規で行う施設整備については、単独機能としては行わず、複

理に関する基本 合化、集約化、既存施設の廃止を含む統廃合等を伴うものを基本

的な考え方 とする

・ ＰＰＰ/ＰＦＩ等の公民連携取組等、これまでの公共施設等の

あり方にこだわらない新たな公共サービスについて検討を進める

・ 災害時の指定避難所になっている公共施設等については、その

機能を損なわないよう工夫や配置を行い、再編・利活用を進める

公共施設等管理 ・ 竣工後一定期間を経過した施設については、安全・安心な施設

の取組と方向性 運営を推進するため、適宜点検・診断を実施し、今後、長期間の

利活用が見込めない施設、利用率が低下している施設については、

用途替えや廃止することを基本とする

・ 公共施設等の役割・機能の的確な把握に努め、大規模改修や更

新等の機会に、社会情勢の変化等を見据えた機能転換など、戦略

的な公共施設等の再配置を検討する

長寿命化の実施 ・ 今後の財政運営を勘案した上で、重大な損傷や致命的な損傷と

方針 なる前に予防的修繕を実施することで長寿命化を図り、ライフサ

イクルコストの縮減に努める

統合や廃止の推 ・ 廃止した施設は、民間等への売却・貸付などを進めることとし、

進方針 それらが見込めない場合は、老朽化による破損等によって周辺環

境や治安に悪影響を及ぼさないよう配慮する

目標 ・ 町が保有する建築物の全体面積を、将来の人口減少や財政運営

の状況を見据え、１０％以上削減する

② 上記①を受け、長沼町観光施設における個別施設計画の基本方針は次のとおり。

ア 劣化調査の結果、躯体が健全な場合は、８０年以上の利用を想定して安全面、

機能面、環境面に配慮した長寿命化改修を行う

イ 予防保全型維持管理を推進し、ライフサイクルコストの削減に努める

ウ 地域の避難場所として指定する施設は、地域の防災機能向上の面からも、計画

的な整備を行う
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３ 改修等の基本的な方針

(1) 改築の方針

基本的には、中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減や、予算の平準化を

実現するため、構造躯体が健全であると判断された場合は、改築より工事費が抑えられ、

工期が短く、廃棄物や二酸化炭素の排出量が少ない長寿命化改修で整備を進め、併せて

計画的な部位修繕を実施しますが、構造躯体に不安がある場合は、早急に改築又は取り

壊しするものとします。

改築後２０年を目安に大規模改修を行い、それから２０年から３０年で長寿命化改修

を行い、さらにその後２０年で大規模改修を行い、最終的に改築後８０年で再び改築す

るサイクルを繰り返します。ただし、災害等により被災した場合は、改修サイクルを短

縮するものとします。

(2) 目標使用年数、改修周期の設定

種別 改築後目標使用年数 大規模改造の周期 長寿命化改修の周期

鉄筋コンクリート造 ８０年以上 ２０年～２５年 ４０年～５０年

鉄骨造 ６５年以上 １５年～２０年 ３０年～４０年

木造 ５０年以上 １３年～１５年 ２５年～３０年

【鉄筋コンクリート造の改修周期イメージ】
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(3) 年数の目安

① 鉄筋コンクリート造

劣化度診断調査の結果、Ｃ評価は１０年以内、Ｄ評価は５年以内

ア部位修繕
に部位別の修繕を行うことを検討します。

ただし、大規模改修や建替え等の前後１０年に重なる場合は、部

位修繕を含めて実施します。

竣工後２０年目と６０年目を目途に実施する改修で、屋上・屋根

イ大規模改修 や外壁改修、設備機器の入替等を行います。

主に、建物の機能回復を目的とします。

竣工後４０年を目途に実施する改修で、大規模改修の項目に加え

ウ長寿命化改修 て、給排水管の入替、空調ダクトの入替、躯体の中性化対策等を行

い、以後４０年間の使用に耐えうるものとすること。

② 鉄骨造

劣化度診断調査の結果、Ｃ評価は１０年以内、Ｄ評価は５年以内

ア部位修繕
に部位別の修繕を行うことを検討します。

ただし、大規模改修や建替え等の前後１０年に重なる場合は、部

位修繕を含めて実施します。

竣工後１５年目と４５年目を目途に実施する改修で、屋上・屋根

イ大規模改修 や外壁改修、設備機器の入替等を行います。

主に、建物の機能回復を目的とします。

竣工後３５年を目途に実施する改修で、大規模改修の項目に加え

ウ長寿命化改修 て、給排水管の入替、空調ダクトの入替、躯体の中性化対策等を行

い、以後３０年間の使用に耐えうるものとすること。

③ 木造

劣化度診断調査の結果、Ｃ評価は１０年以内、Ｄ評価は５年以内

ア部位修繕
に部位別の修繕を行うことを検討します。

ただし、大規模改修や建替え等の前後１０年に重なる場合は、部

位修繕を含めて実施します。

竣工後１３年目と３９年目を目途に実施する改修で、屋上・屋根

イ大規模改修 や外壁改修、設備機器の入替等を行います。

主に、建物の機能回復を目的とします。

竣工後２５年を目途に実施する改修で、大規模改修の項目に加え

ウ長寿命化改修 て、給排水管の入替、空調ダクトの入替、躯体の中性化対策等を行

い、以後２５年間の使用に耐えうるものとすること。
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第５章 観光施設の今後の基本方針

１ 観光施設の今後の考え方

観光施設の方向性を次のとおり定義し、各施設の方向性を示します。

(1) 機能の方向性

用語 説明

継 続 観光施設が持つ機能を継続します。

集約化
観光施設が持つ機能が同じ場合、機能を集約化し、現在のニーズに合った

機能規模に最適化します。

統 合
目的が異なる観光施設が持つ機能が類似している場合、機能を統合し、現

在のニーズに合った機能規模に最適化します。

廃 止 観光施設が持つ機能を廃止します。

民営化 民間の活力を活かし、指定管理者や民営化にします（しています）。

(2) 施設の方向性

用語 説明

除 却 機能の廃止に伴い、不要となった施設を取り壊します。

売 却 機能の廃止に伴い、不要となった施設を売り払います。

改 修 施設の長寿命化を目的とした大規模改修や長寿命化改修を行います。

建替え 老朽化した施設を取り壊し、建て替えます

譲 渡 施設を無償（有償）で譲渡します。

転 用
施設の用途を異なる用途に変更し、機能に合わせた改修を行い、利用を続

けます。

複合化
異なる機能を持つ施設を１つの施設にまとめる改修を行い、効率や利便性

を向上させます。

広域化
近隣の地方公共団体と施設を共同設置することや相互利用することで、施

設の整備、維持管理費などの費用を軽減します。
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２ 機能・施設の方向性

１４ページ以降の第２章の２「利用状況の実態を踏まえた目指すべき姿」に各施設の方

向性を記載しましたが、利用状況や総合劣化度を踏まえ、機能・施設の方向性は次のとお

りとします。

※ 「利用者数」欄は、 ７ページ表中に記載の５年平均利用者数を使用。

※ 「総合劣化度」欄は、１８ページ表中に記載の総合劣化度を使用。

面積

（㎡） 診断 補強

1 北長沼水郷公園センターハウス
鉄筋コンクリート造
一部木造

212.82 H6 27 50 新耐震 不要 4,898 64.0 継続 建替え

2 馬追コミュニティセンター 鉄筋コンクリート造 1,986.24 S47 49 50 実施 未実施 100.0 廃止
（民営化）

除却
（建替え）

3 ながぬま温泉浴場 鉄筋コンクリート造 358.998 S61 35 47 新耐震 不要 60.0 民営化 建替え

4 ながぬま温泉宿泊棟 鉄筋コンクリート造 1,008.47 H1 32 39 新耐震 不要 44.0 民営化 改修

5 ながぬま温泉露天風呂・増築浴場
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

429.790 H3 30 47 新耐震 不要 60.0 民営化 建替え

6 ながぬま温泉ふれあいセンター 鉄筋コンクリート造 1,086 H5 28 50 新耐震 不要 52.0 民営化 改修

7 ながぬま温泉車両車庫 鉄骨造 110 H8 25 31 新耐震 不要 － 40.0 民営化 改修

8 物産館 鉄骨造 458.447 H4 29 38 新耐震 不要 23,542 56.0 民営化 改修

9 ウォーターパーク野外ステージ 鉄骨造 346 H4 29 31 新耐震 不要 － 60.0 民営化 改修

10 花卉花木センター 鉄骨造 204 S50 46 31 不要 不要 － 28.0 民営化 改修

11 旧舞鶴橋 鉄骨造 - S11 85 50 － － － 60.0 継続 改修

12 マオイオートランドログハウスセンター 鉄骨造 229.28 H3 30 31 新耐震 不要 52.0 民営化 改修

13 マオイオートランドコテージ 木造 118.89 H3 30 22 新耐震 不要 56.0 民営化 改修

14 マオイオートランドコテージ 木造 79.26 H5 28 22 新耐震 不要 56.0 民営化 改修

15 マオイオートランドトイレ 鉄筋コンクリート造 28.88 H3 30 38 新耐震 不要 52.0 民営化 改修

16 マオイオートランド炊事棟 鉄骨造 90.18 H3 30 31 新耐震 不要 52.0 民営化 改修

17 マオイオートランドレストハウス
鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

56.25 H3 30 38 新耐震 不要 40.0 民営化 改修

18 東庭園　旧東邸 木造 98.64 S16 80 22 不要 不要 － 90.0 継続 改修

19 東庭園　茶室 木造 23 S50 46 22 不要 不要 － 70.0 継続 改修

20 マオイの丘公園センターハウス 鉄筋コンクリート造 1,407.55 H8 25 39 新耐震 不要 76.0 民営化 改修

21 マオイの丘公園さわやかトイレ 鉄筋コンクリート造 109.506 H5 28 38 新耐震 不要 52.0 民営化 改修

22 マオイの丘公園多目的イベントブース 鉄骨造 248.63 H8 25 34 新耐震 不要 52.0 民営化 建替え

23 西長沼ポケットパークトイレ
補強コンクリートブ
ロック造

22.23 H10 23 34 新耐震 不要 － 48.0 継続 改修

24 西長沼ポケットパーク宣伝啓発室 木造 27 H11 22 22 新耐震 不要 － 50.0 継続 改修

25 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 木造 27 H11 22 22 新耐震 不要 － 50.0 廃止 除却

26 舞鶴スポーツ公園宣伝啓発室 木造 9.72 H15 18 22 新耐震 不要 － 50.0 廃止 除却

13,478

272,685

機能の
方向性

施設の
方向性

No. 施設名 建築年度構造

210,443

耐用年数
総合

劣化度

耐震
利用者数築後年数
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第６章 個別施設計画の運用方針

１ 情報基盤の整備と活用

本計画策定の際に取りまとめた点検・評価した手法をベースに、各施設の状態や過去の

改修・交換履歴、故障の発生状況を蓄積していくとともに、建築基準法で定められた定期

的な安全点検等の結果も反映し、情報の一元化を図ることで、適切な整備を行っていきま

す。

２ 推進体制等の整備

施設設置者として定期的な点検・調査の実施を行い、施設の状態把握に努めるとともに、

建築技師からの指導・助言、連携の強化を図り、町全体の公共施設情報の共有化や、効率

的・効果的な公共施設等のマネジメントを総合的に進めていきます。

３ フォローアップ

本計画は、各施設の点検・評価を適切に実施し、今後の観光施設の改築や長寿命化改修

の整備等の方向性を設定するものです。

本計画は、計画期間を１６年間に設定していますが、５年を目途にフォローアップを実

施し、必要に応じて計画の更新を行います。

また、各公園内にある施設については、将来的な公園の整備を見据えて計画的な建替え

・改修・除却を行っていきます。

なお、町の各種計画や方針等の変更があった場合には、適宜、本計画を見直すこととし

ます。


